
「深い思考を促す⾔語活動の指導と評価」

新学習指導要領の年次進行が続く高等学校の英
語授業においては、目的・場面・状況を意識し
た言語活動の充実が求められる。今回のワーク
ショップでは、技能統合型の言語活動を通じて
学習者の思考力を高める指導法と評価方法や、
１人１台端末を活用したパフォーマンス・テス
トの実践例を紹介する。やり取りを中心とした
言語活動を体験いただき、新学習指導要領にお
ける指導と評価について議論したい。

大久保 泰希（おおくぼ たいき）
群馬県立高崎高等学校 教諭
獨協大学外国語学部英語学科を卒業
後、群馬県立吾妻高等学校教諭を経
て現職。文部科学省SSH（スーパ
ー・サイエンス・ハイスクール）指
定校の現任校において探究活動の計
画と立案に携わり、SSHコースの学
級担任を務める。題材を中心とした
技能統合型の言語活動を通じて、学
習者の思考力・判断力・表現力を高
める指導と評価に関心を持つ。高等
学校検定教科書『Power On English
Communication』（東京書籍）編集
協力者。獨協大学英語教育研究会
（DUETA）運営委員。

DUETAへのお問い合わせ・ご⼊会のご希望はこちら→ https://www.dokkyodueta.org/

獨協⼤学英語教育研究会���第12回ワークショップ

2023年3⽉11⽇（⼟）�15:00-17:00
14:30�受付・Zoom⼊室開始

概要
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獨協⼤学⻄棟�W-202教室

要�事前申込�→

無料



閉鎖中

閉鎖中

Access 対面形式で参加希望の場合は、予約の上会場まで直接お越しく
ださい。

※本学は自動車・オートバイでの来校を原則禁止し
ており、入構を制限しておりますので、公共交通機
関をご利用ください。

ワークショップ開催場所
（西棟2階）

入口

東京メトロ日比谷線・半蔵門線直通
東武スカイツリーライン
「獨協大学前＜草加松原＞」西口より徒歩5分


